


 北信地域の特性

 北信地域を取り巻く状況

　北信地域は長野県の北の玄関口として最北端に位置
し、中野市・飯山市・山ノ内町・木島平村・野沢温泉
村・栄村の６市町村で構成されています。自然豊かな
故郷の原風景が広がるこの地域は、千曲川が中央を流
下し、高社山より北の地域は、冬の最深積雪が２ｍを
超える全国有数の豪雪地帯となっています。

　この地域は、県内有数の米、果樹、きのこ等の産地
である農業と、志賀高原や斑尾高原などの雄大な自然
に加え、湯田中渋温泉郷、野沢温泉、秋山郷など豊富
な地域資源を活用した観光業が基幹産業となっていま
す。

　人口は、1980年から減少が続くとともに、年齢構
成も年少人口、生産年齢人口が減少し、人口減少率、
生産年齢人口減少率は、県平均を大幅に上回ると推計
され、2045年には老年人口（65歳以上）が生産年齢
人口（15～64歳）を上回るとされています。

　産業は、第１次産業就業者割合や農家一戸当たり農
産物産出額が県平均を大幅に上回っている一方、第２
次・第３次産業就業者割合は県平均を下回っています。

北信州で生まれ育った住民だけでなく、この地域に愛着を感じ
訪れる人達も、ふるさと北信州を愛し、この地域で過ごし、交
流が生まれています。

北信州に生まれ・育ち・集まる人々が、
交流し活躍する暮らしの推進

自然に恵まれ、故郷の原風景が広がる唱歌「ふるさと」にも唄
われた北信州で、郷土愛にあふれた子どもを育むとともに、移
住からつながり人口の創出まで、この地域に愛着を感じる人々
が集い、若者が定着するよう支援します。

①�郷土愛を育み、子育て世代が安心して暮らせる地域づくりの推進
②�若者の定着に向けたキャリア教育や起業、就労の場の確保の推進
③�北信州の雪と緑を求める移住者、つながり人口創出の推進

社会増減　△123人（2022年）→0人（2027年）

創業件数　20件（2017～2021年度累計）→現状以上（2023～2027年度累計）

地域おこし協力隊員の定着率　73.5%（2017～2021年度平均）→76.7％以上（2023～2027年度平均）

移住者数　178人（2021年度）→270人（2027年度）

果樹県オリジナル品種等の栽培面積　460ha（2021年度）→620ha（2027年度）

観光地消費額　210億円（2021年度）→368億円（2023～2027年平均）

観光地延利用者数　401万人（2021年）→700万人（2023から2027年平均）

新規就農者数　20人/年（2021年度）→31人/年（2027年度）

除雪作業中の事故件数　21.6件（2017～2021年度平均）→21件以下（2027年度）

除雪作業講習会参加者数　19.5人（2019・2021年度平均）→20人以上（2027年度）

要介護・要支援認定率　17.7％（2021年度）→18.5％（2027年度）

信濃川水系緊急治水対策プロジェクトによる治水対策整備数　2箇所（2022年度）→5箇所（2027年度）　
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高い生産技術により、米・果樹・きのこなどの一大産地として
発展するとともに、温泉・スノーリゾートや夏のアウトドアな
どの観光資源の魅力向上を図り、一年を通じて活気にあふれて
います。

北信州の自然を活かした、
収益性の高い農業・国際競争力の高い観光業の振興

地域の主要な産業の農業と観光業については、高品質な米、果
樹、きのこ等の安定的な生産体制の整備と冬季に留まらず年間
を通じて各地から人々が訪れる観光地域づくりを推進します。
さらに、次代の担い手の育成を支援し、持続可能な産業として
の位置付けを確立します。
①豊かな大地と自然に育まれた強みのある農産物の生産・消費拡大の推進
②�国際競争力の高いスノーリゾートの形成とグリーンシーズンのアクティビ
ティ充実等による通年型観光の推進
③信越自然郷を中心とした県域を越えた広域観光の推進
④次代の担い手の確保・育成

人々の暮らしに必要な生活基盤が整っており、全国有数の豪雪
地帯であっても、高齢者から子どもまで、地域に根差した生活
が営まれています。

雪国の暮らしを支えるライフライン、
地域医療など生活基盤の維持と確保

豪雪や自然災害から財産を守るとともに、高齢化が進む中で保
健・医療・介護の連携や公共交通網等の生活基盤を維持し、こ
の地域の人々の暮らしを支援します。さらに、地域の特性を活
かしながら、ゼロカーボンを推進します。

①ライフライン、生活確保のための雪対策の推進
②�高齢社会に対応した保健・医療・介護の連携、公共交通基盤の維持
③気候変動を踏まえ安全・安心を確保するための県土の強靱化
④地域資源を活かしたゼロカーボンの推進

▉人口の推移と年齢構成

▉産業関係データの比較 ▉北信地域の産業別就業率
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秋山郷小赤沢集落秋山郷小赤沢集落

シャインマスカットの収穫シャインマスカットの収穫

国道117号の除雪作業国道117号の除雪作業

野沢温泉スキー場野沢温泉スキー場

食生活改善活動・塩分濃度測定食生活改善活動・塩分濃度測定

千曲川サイクリング千曲川サイクリング 中条川の治山事業中条川の治山事業北信州農業道場北信州農業道場 まくね川小水力発電所まくね川小水力発電所



豊かな大地と自然に恵まれたふるさと
雪とともに暮らす北信州

長野県北信地域振興局
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一本木公園（中野市）一本木公園（中野市）

NAKANO cityNAKANO city

YAMANOUCHI townYAMANOUCHI town

NOZAWAONSEN villageNOZAWAONSEN village

IIYAMA cityIIYAMA city

KIJIMADAIRA villageKIJIMADAIRA village

SAKAE villageSAKAE village

志賀山と四十八池湿原（山ノ内町）志賀山と四十八池湿原（山ノ内町）

麻釡 ( 野沢温泉村）麻釡 ( 野沢温泉村）

菜の花公園（飯山市）菜の花公園（飯山市）

              田園風景から望む高社山（木島平村）              田園風景から望む高社山（木島平村）

布岩（栄村）布岩（栄村）

長野県総合5か年計画
しあわせ信州創造プラン3.0
北信地域計画

長野県北信地域振興局企画振興課
〒383-8515 長野県中野市壁田955

T E L.0269-23-0201　FAX.0269-23-0256

計画の本文はこちらのページに掲載しています
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中野市
・えのきたけ等のきのこ類、りんご、ぶどう、もも、
すもも、さくらんぼ、シャクヤク、伝統野菜（ぼた
んこしょう）の産地

・3000株のバラが咲き誇る一本木公園や全国
各地に愛好家がいる中野土人形がある

・中山晋平、高野辰之の出身地

山ノ内町
・180を超える源泉が湯田中渋温泉郷を中心とした湯量
豊富な温泉街を形成
・りんご、ぶどう、伝統野菜（前坂大根）の産地
・オヤマボクチを使った「須賀川そば」が有名
・ほぼ全町が志賀高原ユネスコエコパークに登録、スノー
モンキーや志賀高原、北志賀高原のスノーリゾートは国
際的にも知名度が高い

木島平村
・米、酒米（金紋錦）、アスパラガス、
ズッキーニ、ネギの産地
・オヤマボクチを使った「名水火口そ
ば」が有名
・馬曲温泉の露天風呂からは木島平
村を一望でき、カヤの平高原には
樹齢200～300年のブナ原生林が
広がる

栄村
・米、山菜、アスパラガス、伝統野菜
（ししこしょう）の産地
・日本百名山「苗場山」の麓、マタギ
が暮らす秋山郷は日本秘境百選
の一つで、ほぼ全域が苗場山麓ジ
オパークに認定
・伝統工芸品のねこつぐら等「栄村
つぐら」（県知事指定）が有名

野沢温泉村
・30余の源泉があり、全て掛け流し100％の天然温泉
・スキー場は最長滑走距離10kmで日本最大級の規模
を誇る
・伝統野菜（野沢菜）、米の産地
・麻釡（天然記念物）、道祖神祭り（国重要無形民俗文化
財指定）などが有名

飯山市
・米、アスパラガス、シャクヤク、花き類、みゆきポーク、
伝統野菜（坂井芋、常盤牛蒡）の産地
・「笹ずし」や、オヤマボクチを使った「富倉そば」が有名
・斑尾高原、戸狩温泉、菜の花公園などの観光地がある
・寺と仏壇のまち

確かな暮らしを守り、信州からゆたかな社会を創る

概ね2035年の長野県の将来像を展望し、これを実現するための行動計画です。
計画期間は2023年度から2027年度までの5年間です。

しあわせ信州創造プラン3.0
～大変革への挑戦　「ゆたかな社会」を実現するために～

基本目標

　短期的には新型コロナウイルス感染症、国際情勢
の激変による物価高騰、中長期的には気候変動とそ
れに伴う災害の激甚化・頻発化、急激な人口減少と
それに伴う担い手不足などの様々な危機が、現在、複
合的に押し寄せています。
　こうした危機を克服することで県民の安定した暮ら
しを確保し、明日への希望を持って日々の生活を送る
ことができ、万一の場合には温かな支援を受けること
ができるという安心がある「確かな暮らし」を守ってい
きます。

確かな暮らしを守る
　 社会の成熟やグローバル化、デジタル化の進展な
どにより、人々のライフスタイルや価値観が多様化
し、物質的な豊かさだけでなく、生活の質やゆとりな
ど精神的な豊かさを重視する傾向が高まっています。
　 こうした中、長野県は、経済的な繁栄を享受すると
ともに、環境と共生し、多様性が尊重され健康で文化
的な人間らしい生活が営まれる社会、すなわち一人ひ
とりの県民がしあわせを実感できる「ゆたかな社会」
を目指していきます。
　また、ゆたかな社会を築く礎として、暮らしを支える
「社会的共通資本」を多様な関係者と共に維持・発展
させていきます。

ゆたかな社会を創る

基本目標を実現するための5つの政策の柱

持続可能で安定した暮らしを守る 誰にでも居場所と出番がある社会をつくる1 4
・地球環境を保全する
・災害に強い県づくりを推進する
・社会的なインフラの維持・発展を図る
・公共交通の充実をはじめ移動の利便性・快適性を向上する
・健康づくり支援と医療・介護サービスの充実を図る
・県民生活の安全を確保する

・子どもや若者の幸福追求を最大限支援する
・年齢、性別、国籍、障がいの有無や経済状況等が障壁となら
  ない公正な社会をつくる
・働き方改革を推進し、就労支援を強化する
・女性が自分らしく輝ける環境をつくる
・高齢者の活躍を支援する

長 野 県 総 合  5  か 年 計 画

創造的で強靱な産業の発展を支援する2
・産業の生産性と県民所得の向上を図る
・人や社会に配慮した環境再生的で分配的な経済を実現する
・地域に根差した産業を活性化させる

快適でゆとりある社会生活を創造する3
・住む人も訪れる人も快適な空間をつくる
・文化、スポーツの振興などゆとりある暮らしを創造する

誰もが主体的に学ぶことができる環境をつくる5
・一人ひとりが自分にとっての幸せを実現できる学びを推進
  する
・一人の子どもも取り残されない「多様性を包み込む」学びの
  環境をつくる
・高等教育の振興により地域の中核となる人材を育成する
・学びの共創による地域づくりを推進し、生涯を通じた多様な
  学びを創造する


